
l明治錨灸医学 第 2 り: 75-81 (1986) 

〈原著〉

記号の存在について

EI月ifî錨灸大学・人文社会教室

中村 清

要旨:記号論は.一般に伝達の手段としての言語を中心にした記号 l乙つレての論議を展開しており.哲

学の分野では記号を用いた論理!学の研究がこれと関連して展開している.乙の小論文で，著者は，記号

の芯;味作f:I]，特 l乙シンボル機能を，そしてその人間の主体的存在との関係を存在論的観点から探究し，

J己り-の存イ1: に形而i 上学的立味を語りうるのか どんな怠昧でそれができるのかをいくらか検討する.シ

ンボルの存点は，通常の対象的支在性とは違った意味で.事物や現象が人!日lの創造的活動という次元で

の存在を分有できるものである乙とを示してレる.

An Essay on the Being of Signs and Symbols 

Kiyoshi NAKA~lURA ， Ph. D. 
Depa.rtment of the Hllmαnilies αnd Sociαl Scíences , Meiji College of 0，・iental Medicine 

Summary: The main subject of semiotic study today is linguistic problems of verbal 

med ia and images. As for the philosophical field , the nature of signs is studied in 

logistic , logic with symbols. 

[n this little article , however , the author wants to discuss the signification of signs , 
especially symbolism in its specil� function , i.e. the proper activity of human being , 
pertaining to t.he nature 01' the entity with subjectivit.y. ln order to understand sornehow 

the ontological meaning of the being of signs and symbols , ol1e should examine them referｭ

ential to the creativc activities of the human being and ask if they have some kind of 

participation to the new dimension of cultural existence over the raw nature. 
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記号の (rtl~ について

今 11. 心号についての論，;起がIJ~ んで・ある .1iU

弓論 (semiolics) という一般的名祢が使われて

いるが.その範l発|や対象はかなりまちまちである.

それだけ記号 (sigrú と祢されているものには多

くの純矧があり，保々な分野 lこ関連し，それぞれ

の立均からの記サの理論 (Theory 01・ signs) が

可能だと l 、うことであろう.持々な記号そのもの

が存在すると言うより記ーけは行動つまり生物IjZJil行

動性と結びついた「現象J の一部と見倣されてい

ることが多く.心開学や行動論の立叫から研究さ

れている.また古語は.記-LJの中の記 13 としてliJf

究論議の的になっている.つまりコミュニケーショ

ンの干段としての言語は， r立味J を伝える記う

として故も優れたものであり さらに事物の名称

や意味内容に本目的にかかわるものとして，記 Lj

の原点、と見ることもできる.そこで記号論'"t ，従

来の語義・文法・統砕諭あるいは記サ論f'H午:を但

えて t ~I巴日未論( semantics) と同等のものと見倣

される湯合もある.従~)て;立i味論は，記号論と内

容的(こ市なる部分も多い.記号論といい意味論と

いし.論議の中心は意味作IIJ. つまり記号の機能

や形態の問題である.しかし表現され，展開され

ている世界，認識と行動に車内びっく記号体系は，

人間存在において，人間性にとってどういう位置

を有するのか.こうした広汎な，人1 :1 1 的牛命の村:

徴を形成している現象全体の本質は，人間性にと

っどういう意味をもつのか.こうした記号作用を

存在 (entity ， existence) という観}~~からいく

らか考察してみることが本小論の甘的である.そ

れは，いわゆる自然界の事象とも，人!日1の生活活

動そのものとも全!而的には同一視できない本性を

備えているもののようである.以下，先ず記号に

ついての考え方，問題点を税理してから，記号の

存在について何が言えるか険社してみよう.

l 記号とシンボル

記サを，自然的なものと人為的なものに区分す

る考え方が古くからある.乙の区別は記号となる

事物乃至事象とその表示する意味との問が，自然

界にu花する本性そのままのlJçj果関係や秩序によっ

て結びついているかどうかによるものであるが，

認識店法については， IrlJjIí'の問に X~JNはない主

いがあるとすれば.人為的記号の均合，そ乙 lこ 'H

物の新しい秩I j三が現れているという Jえだけで・あっ

て.記号の怠lI~d/r: IIJ という点では I~~JIJ は I l] j仰では

なく，虐なり代っている.

人1m的 U~Iことり怠H去が有るなら，すべて IÎじけ

とドFする乙とにすると，記号の尚"1・|は傾めて lよく

なり.内容も〉どまらず，惚維でn愛 i味な I "'JWの z議論

になり易い.しかし志u.tを政きにして記りを川る

ことはできなし、から.一応何らかの，むl味を U1~1こ

対して有するものは記 ij-であるという立t誌に ι っ

た 1'.で， ， i己サnlJの是f誌の ji!こ注 1-1 して区日1] してい

くことにする.

むl味を帯びている記りの11 1でもっとも 11月倣・で，

コミュニケーションに IIJ心的役古IJ を史たしている

のは言語記号であるから.それが，i己け論の j.: たる

対象となるのは当然である.あらゆる辺り一一ゼ

スチュアから道具のようなものまで一ーを I-~. tL'f'こ

還 J乙するというJj・えhいもあるが.すべての，l~ 弓

活動・意味作川という人間の内 lúi にかかわる村神

活肋を，三Jfi という外t(rÎ的にfbJ点 δ れたものにIL

づかせようとするのは，本質的にl!!~ Jl1iがあり， 1I1l'i 

序が逆にと考えられる.しかし意味論や記り-論の

大部分を，言-ffiの分析，(吏川形式，行動とのがjび

つきの研究が，Ljめているのは，三日が人間の前竹Itl

活動の中で.いかに垂'~な働きをしているかを示

すものであり.記号としての言説が文化刷象の !\J

核をなし，さらに文化そのものの特質を形成して

いることもまた真理である.

と lま言え，子1・語が文化そのものを形成している

と/:'.長しようとするなら，内的言訟とかロゴスと

かいった類比的概念、乃至表現をHlいなけれ!まなら

なくなる.これは論議をいささか附惇!さを欠くも

のにする元である.むしろ言語爪・10)が，認識行動

の本質とどのように関っているのかが問題である.

乙とばが認識を可能にする といった認識論的心

開学的見解は，乙こでは取り上げない.

また記号は，行動と結びつけて論じられること

が多レ.人は記号の指示を認知し，事態を了解し，
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行動を起し.あるいは態度を決定する.主体の内

lílÎ的反応における川体性による違いを無制すれば，

記号-のむき起こす結史としての行動において，あ

る程度統計1'Iqな，社会学('<J な反応のj~ [!I J ，段式の

ような乙とが側めるのは!出かである .ff到J と結び

っく ri己りの大部分は 性物学的・社会学的レベル

での立II~を有するものであって，いわば基礎とし

ての '-'1川{J' I~祈の必要に川らかの志11去で支;J J.C;:した

シグナル的地能がIII{.，のものである.これらは行

為のhiW~1 となる信りん至作|叉|としての性格を有す

るものであって，それ自体しての実在;~I:をすでに

úする引物の外I�Ii (I{J機能，つまり外店 i世界とのか

かわりに関するものである.凶lち生物学的・人間

的生活折!叫に地íì~(I"] I乙関係する I)U りでの・lJ物 iこ付

1j- された，臼q~かW.J!出になるのであって己目'131本の

{{存.が千Jする価値ゃ;古11未は問題になっていない.

その点では r~ 然的記弓ーであると人為的記号-で、ある

とをI ~ \]わず，偶発(I{J怠l床 lζ留まるものである.こ

れに対して生活的動機から離れた全く怒意的な記

せは相対的に少数であろう. しカ・しその-/jで，

認識の目的がL\J心の記号も存在する. S. ラン

ガ.ーは，この怠味で・サインとシンボノレを区日1] して

いる 2 ) 

ランガーによればサイン(記号)は事物や事

象または:1たi\~の存在をコFすものである.つまり，そ

れに対応している対象があり，それと結びついて

相関関係が成りなっている.そのうちの一五は知

党によって把握で、き，また他方については関心が

抱かれている際ιサインが成立する.そしてそれ

は，それを認識する下体の行為に結びついている.

すなわちサインは行動を呼び起乙すという機能を

有する(先のシグナルの意味に近しサのに対して，

シンボ Jレは，行動をl呼び起こすためのものではな

い 3) 乙うした行為との結びつきにより区別する

考え方に対して， c. w. モーリスは，サインの

定義として，現存しない事物について，それがあ

たかも現存するかのような作同をして牛.物の行動

を支配するすべてのものを言う，としている.そ

してそれをシグナルとシンボルに分け，シンボル

が解釈主体(受記母体)による他の記号の代用記

ほで，その他がシグナルである，としている 4 1 

モーリスの考え方では，言語が1:1 1心であり，言語

を介しての事象の;白川;理解と，行動 lとおける記号

の作用を論じているが，サインの主義を拡張して

体系化を試みた点で;11i新がj とされたのである.し

かしシンボノレを他の記号または事象の代用物fごと

している点で，ランガーと語義の理解が異ってい

る. ランガーは， シンボルは対象またはき己主まの代

flHではなく，対象についての表象 (conception)

を担うものだとする.すなわち，シンボJレは事象

を意味してはし、るが，意味しているのは事物その

ものではなく，事物の表象だと言っているのであ

る.サインが行動の基縫であり，行動を起こす手

段であるのに対して，シンボルは思考の道具で、あ

り，表象を誘発するものである.シンボルの有す

る内包( connotation) または含蓄が，表象とし

て主観l乙働きかけ，それについて考えることを可

能にする，と説明される~)このようにシグナル

が行動の引き金になる合同である限りでの記号で

あるのに対して，シンボルは人間の思考の世界lζ

関係している点で区別する乙とにすると，後者は

人間の実存に深くかかわってくることになるであ

ろう.ラン力、.ーの言っているのは認識と思考につ

いてであるが.思考は人間性の特性で、あり，新し

い次元の存在の司能性がそ乙に現われ，創造的行

為も生まれてくるのである.

思考の行為の本質がシンボル化であること.シ

ンボ Jレ機能を担うものは物質的レベ、ルの実在で・あ

りながら，シンボルであるためには，非物質的存

存.として心的生活に参加すること.シンボノレこそ

動物性の水準を超えた，人聞に特有な知的・心的

活動を示す証拠である.単なる感覚的活動性だけ

でなく，シンボルと意味があってこそ人間の世界

が形成される.乙うした考え方は，デ‘ューイやラッ

セル，ピァジェやケーラー，カッシーラホワ

イトヘッドなど，多くの哲学者や心J1~学者，人類

学者にも見られるものである 6 )そしてシンボル

の体系が広がっている意味論の領域は，言語の領

域よりさらに広範聞であり，記号論用学i乙問らず，

一層広い領域iζ哲学的研究が行われる可能性があ
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る 7 J 言語と意味の傾域について.こうした考え

店は言語の位置付けの点で哲学的!こ適当と忠われ

る.ランガーに先行するカッシーラーのシンボル

論的人間論の中心出怨は，人間性の本質がシンボ

ルを倒いることにある乙と シンボ Jレの存在は人

間性としての新次元の実在性を示すものだという

ことである 8 )乙の点iこおいてランガーの忠也は.

カッシーラーを継承している.乙の人|目的実在性

に対して，記号であるシンボルの存在が占める位

置はし、かなるものであるか，が我々の関心で、ある.

H 人間存在と記号の存在

こうした記ザ論，シンボ Jレ論のLjJの人間性とは

し、かなるものか.世界の中でいかなる存在性を有

するのかも検村を要する事柄であるが，乙乙では

先ず記号機能の主体として，記号の，そしてシン

ボルの存主としての性格に関係する限りにおいて

考察する.

記号は，前述のように，事物そのものを指すと

いうより，事物が.:苛び、る意味を指示するもののこ

とであって，その表現するものがある内容と結び

ついて記りとして機能するのである.だからある

事物が記せであるということは，この機能を有す

ること，つまり表現と内容との結び.つきが起こる

場であるという乙とであり，それは事物聞の，ま

たー新司と::l.体陪!の関係!こ基づき，その上に成り立っ

ている.だから事物そのものとしての存在ではな

く.関係としての存在が問題にされる乙とにな
る 9 J 

今世紀lζ入って，ようやく怠l床論，象徴論が新

しい世紀の学11日として科学時代の新しい析学的問

題を提起して時んな論議を惹き起乙し始めた時に

現れたオグデンとリチャーズの意味論， r意味の

意味J 10 ) は，言語の心聞学的研究として先駆的，

劃期的であり，記号やシンボルを言語伝達の問題

の中で広く考えたのであるが，その認識論につい

ては，伝統の実念論的立場に対しては批判的であ

り，むしろ唯名論的 lと，普通者を実在とは認めず，

単なる思考の便古物であり，実在界を説明するた

めに生み IH された概念にすぎないとしている 11)

すでにアリストテレスは，存イr.の掠態をlO f同の

カテゴリーに分けて論じているぷ)この形I(IÎJ-.~'t

の出礎的概念は，やはり多分 lと三訴分析的性格の

ものであったが，それが以徒のj以氾!史において作

在論のぷ本として，さらには実イI:~命， ìü~念論政)]"

の 11\発点として保々な思想を生み出すことになる.

この存布の額比(アナロギア)に l，~づいたカテゴ

リー論を，単なる観念論議あるいは言語構成の，

概念形成の論翌日にすぎぬと片付けてしまわず.に.

何らか実在に対応する区別，認識二H本とií:古び‘つい

た存在一般の様態を}Jとしているものと受け取って.

存在を考える手がかりとしてみよう.

乙のカテゴ J) ーの一つに関係( relatiOlけがあ

る.関係!j.. ').f {本 L 剖Ibstar1cl、)に対する (IIJ~ {}" 

Caccidents) の一つであって，実体 f子在におけ

る偶有的な存手E慌態のーっとして，外IfIJ的相対的

存イt:で‘ある 1:，)実体に対しての十Ij対たf/j~ 1: \1 の flJ~

有でしかない関係!ま， しかしある点でイ也のカテコー

リー，すなわち性質やほ，場所などの限定的カテ

ゴリーと異って.もっと適JIJ範囲を拡帳できる I面

をt寺っている.アリストテレスのカテコJ リーは，

いわば実体という主語に対する 9 '([，'ólの述抗の-形式

であり，乙れが実庄のH~式のiほ.1言の区月 IJ と見倣さ

れたものである.それは元々古語分析，慨念分析

的性格のものであって，歴史の流れのlþでその哲

学的存在論的価値は見失われてしまったとしても，

この分析的研究は，ある怠味で今けのì~~-弓論の言

語分析につながっていると百.ってもよいであろう.

単なる部分的述明形式としてではなく.実体諭

(概念的)とは還った13味で， }~:f床作.1tJの i大厄で，

それをすべての範問に広げて，あらゆる事物を関

係として捕えることにより，人|目的実在による Ut界

がそれにふさわしく解iリ j されることがWJ待できる.

この「関係」は，実在の411-びる意味を，実在界の

中 i乙位置づける手がかりになりうるからである.

事物や主体問の関係が意味を生み出している.乙

れはそれにかかわる#物が，ある新しい事態の中

におかれている乙とを意味するのであって，その

事物性を，あるいは客体的即物性を超え出る乙と

になる.記号機能は，関係において発現するので



明治制灸医学: 第 2 弓: 75-81 (1986) 79 

あり，記サは関係的存在として実在性を有するの

である 14)

III 創り出される存在界

記4f，シグナル，シンボルは.事物と主体との

!日jの関係によって生じ存庄する.乙れを認識行為

についてはると，立i床の解釈という限りでは，記

サ機能をあらわすIl~物は認識主体の外部l乙留まっ

ている乙とになる.つまりその間には外出的，表

凶i的関係しか存在しないわけで，存在的意味関係

はない.乙のことはさ語記号についても同様であ

る.言・ffi記号は事物として存在するものではなく，

主体の機能の所産であるし，また言語機能がいわ

ゆる号訴以外のシンボJレによって行われるとして

も，それは;む昧として杷梶する:主体の内向におい

て記甘作~Il.意味{乍川が起こっているのである.

従ってこの場合，事物自体の存在や，言語記号そ

のものの存在性は問題になっていない.信号や合

同としてのシグナ Jレや，モーリスの言う記号の代

用たる|浪りでのシンボ Jレ 15) は乙のようなもので

ある。

また物体的因果関係による事物の生成は，存在

に関わる事物店lの本質的関係ではあるが，意味的

関係とは違った種類の乙とであるから，乙乙では

そのものとして直接問題にはしない.

それでは記号としての独 fl の存在について活る

ことはできないのであろうか.その問題について，

乙こで三つの可能牲について考察してみよう.そ

れは，記弓の創造性，実在の代理!としてのシンボ

ル，文化の独立的性格の 3 点である.

ある存在物が，主体にとって何らかの価fll'i とし

ての意味を有するものと受け取られる場合，その

対象は主体にとって.記号的意味のr~ Il乙存在，実

在としての意味をも含んでいる.これはその存イE

物にとっては，主体との関係によって新たに付け

加わった存在性である.存在物が主体と関係を結

ぶ乙とで新しい意味を獲得する乙とは，記号論で

主体の創造行為と呼ばれている 16 )シンボルは人

間が造り出すものであって，シンボル機能は人間

に特有な活動性であり.人間の本質を示す働きで

あると言ってよい.事物を生活の l判乙取り込む.

つまり事物のシンボル化，シンボル的形成といわ

れる行為は，主体側からの意味付与がなされるの

はもちろんであるが，それが何らかの物照的形成

につながる乙とも多い立味に従って，よりよく

意味を帯びるものになるように働きかけが行われ，

新しい形が産み出され，創造される.いわゆる自

然界には存在しなかった存在物が現われる.その

直接的，造形的表現が美術作品で、あり， n~接的・

言語的には詩や文学，背楽となる.乙れらの存在

物は創造された記号的存在であって，生物学的，

t主f里的必然性から生じたものではなく，基礎とし

ての何らかの生命活動との結び‘っきはあるにして

も，それを支えるためとか，その代用物になると

いった目的を有するものではない.いわば自由に

形成される人間活動の局面である.にもかかわら

ず，それらは生命的で人間的な活動の本質的価値

としての「意味」を 主体と共に分有している.

価値を有する存在物なのである.

またH寺間的遅延という人間行動の特徴もこ乙に

適川できる.人間は現在目の前にある物翌日的対象

i乙対して反応するだ.けではない.直接接触してい

る対象存在だけでなく，以前あったもの， }j r]の場

所にいまあるもの，乙れから存在を始めようとし

ているものに対しても反応しうる.そうした存在

を実夜的に代用するシンボルがある.乙れは日常

の生活i守慣のIjJ ~乙も数多く見られるが，宗教的，

儀礼的な活動に関係すると乙ろで特に著しい.例

えば何らかの宗教的シンボルは，実在物としてあ

るいは，行為として，精神的実在を代理し.また

表現するものとして人の思考や生活様式，行動な

ど生活全般に影響を及ぼしうる.表象と存在の双

方の点で意味を有する.すなわち精神的意味を帯

びる実在としての物体的事象として主体に受け取

られ，扱われている.乙うしたシンボルを煤介と

して，物到!的と精神的の二つの次元が重なり合う

場が生じ，シンボ Jレ的世界の秩序が成立している.

乙うしたシンボル存在や行為は，そのものとして

の実体的内容と共に，主体 l乙対する意味をもって

存在しているのである.乙のシンボリズムは， l� 



80 ，j~ けの{{ {I:ι っし、て

世{こ略んであった象徴主義的傾向や神話的思考{乙

通ずる点もないではないが.人11M'!:の木町にかか

わる怠味fドmの現われで・ある.宗教学青のエリアー

デは.現代人のもっとも日常的な，平凡な ~I話市の

中にも治んでいる活動性で・あって，これ乙そが現

代!こ不足しているもの，現代人の精神1'1(1 IË析の山

発点になりうるもの，と主張している 17 J あらゆ

る神話的要素を排除して，科学的合開!'I{J 1乙生存を

飾保しようとする現代の大1Jの趨勢に対して，乙

の柑l活的思 15-復権の主帳がいかなる;芭11未を訂する

かは未知数であるが，これは本坦.とは日Ijの問題と

して，意H未的実在としてのシンボルが存花するこ

とは事実であり.一般的に言って，それ bがもう

一つ別の次元の存在性を物聞がJF{在に付け加えて

いることは明らかである.

そして最後に，これらを綜合的に与え合わせて

みた場合，人間の造り出した文化の存在について

考えていることになる.文化の成立は，人間の保

存の仕方と深く悶わり合っている.生活様式の全

体的システムとしての文化は，民族問にかなりの

flh1 tl:的変異があるが，それぞれの似にあって人間

同有の文化として成立させているのは，内|面的生

命である.そして文化の形式および内容は，生存

の必空~.t'l:と必然性の範1181ζ問まるものではなく，

それぞれの地域の'主存条件による現実的回定を受

けながらも.主体的な価Í!1{t叫に支配されて， :去か

なシンボル体系として彬liX されている.相続法や

崎咽法のような社会制度は， {nJ らかの実際的埋山

と必要に基づいて作られた規f!lj とJl H解されうる点

もないではないが，その多段性や任意性を見ると?

むしろ 4tl司社会の価値意識や選択が重大な役割を

果たしていると思われる.そして一日乙れが制度

などの1[';で[r1i!定， j確立すると，その社会の成員と

しての個人の生活様式を規定し束縛し，拘束する

ことになる.生活方式や行動の例々については，

伺人に日山選択の余地はあるとしても，文化全体

としては，個人{1~ÎI 人を包み込んだ，個人を超える

上部組織として，構造的lζ集|司を規制する.そし

てある障の超何人的存在性を備えるようになる.

動物行動学者の K. ローレンツは，こうした超伺

人的文化を生み出す人1mの粘担IIJ~~象を，一つの社

会的働きととらえ.人11\](.1: 会が概念:1'1<).1ぷ与-と \if? と

共通の伝統によって「控15 した J ，H~的fì~)J J r二、と

している.そして完全な-MIの人間と体するため

に必要な、約 tlll (t~ J ;，Tî動性は， (I~jl 人としてでなくこの

社会の一円であることによってのみありうるとし

ている 18 )乙の見方は，動物および人間の社会内

での ihfiJ)の長年にわたる綿情な制祭の砧!~~をふま

えたものであって， A~ 、 i乙 'J ~"的こ;・1むものである.

ヒトの社会がj並行.した析しい地、I~ ，それで‘形成さ

れる人Il\Jfl:会の文化は，臼然誌の 11 1でillflの Mtれ

としてI'I!併することができるかも L れないが，こ

üを{{{!:の!守1 1\・， j としてとらえることもできるであ

ろう.

精神現象，杓r1l1活動が人UHの作 J'M'tをなしてお

り，それが記せをj栄作し，シンボルを繰る 111州 }J

になっているのは怖かである.乙の特wttは，ト1:

会.より正確には人IMJ 民 [ríJ体内での|則係において

成立するシンボル作用とほ(ぎI"J 一例できるもので

あり. fをおを1ì~}Jとして表明したものである.文

化は側々人の生存を起えて存続するが，人I:\J の生

l升を離れて存任することもまたできない.人?副社

会から全く切り離されてしまった「文化のillPÌ:: J 

は無意味なものである.こうした文化の (I: 1,) }jは

シンボ Yレの存花の様態 l乙矧比IY~である.集卜J']社会

の中で精神の存荘は可能であり，精神のおI]illーする

|巽l係・怠l床作m の 11 1でシンボルの(f.{正は可能なの

である 1 g) 

以 L3 点について，記リーの ， !fit I乙シンボ Jレの千j

する独自の存在について考察してきた.もとより

この存在は.人間の'kfl:か，そして人1mの民I.nn

が存在しなければ成Srする乙とのない，その芯昧

で依存的存在にすぎない.関係としていわば三次

的存在で、ある.しかし桁tll吋;~'動という地上の生命

が到達した新しい地平に現れた，新次正の GIJ造的

活動による存在である.立l床が単なる認識行為の

対象!と留まるものではなく，制liM( として主体と関

係を結び，主体の存在iζ参加する時.シンボルと

しての記号は，存在として濡ら礼る資格を獲得す

るのである.
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